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受講者のみなさまに

⚫高知県の人口及び消費などの

動向をご確認してもらい

⚫今後の経営や業務にお役立て

いただく

本日のタスク
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本 日 の 構 成

１．ご説明の前に（所与の条件）

２．人口動向

３．消費ほか経済動向

４．将来を考察するためのデータ

１．ご説明の前に（所与の条件）
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ご説明の前に

⚫ 人口構造の変化

⚫ イノベーションの進展

⚫ 脱炭素化の進行

⚫ 世界の変化

の４つが経済を考える際の所与の条件

１. ご説明の前に（所与の条件）
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⚫人口構造の変化

⇒人口減少と少子高齢化

高知を含む日本経済に大きな
影響があり、特に地方への
影響は甚大

１. ご説明の前に（所与の条件）
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日本の総人口の推移

（出典）経済産業省「経済産業政策新機軸部会 第4次中間整理 参考資料集」（2025年6月）

１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：人口減少と少子高齢化が加速①

2025年の1.23億人が
予測以上に減少する可能性

2011年に
人口減少開始

2024年の出生率
1.15（過去最低）
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１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：人口減少と少子高齢化が加速②
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１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：人口減少と少子高齢化が加速③
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日本の年齢階層別人口割合の推移



8（出典）内閣官房 新しい資本主義実現本部事務局 「経済の現状と課題」2025年10月3日

１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：人手不足・長期間継続

過
剰

超
過

↑
↓

不
足

超
過

日本企業の雇用過不足感（雇用人員DI）

全体では10年以上
不足超過が継続
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主要国の労働参加率

（出典）OECD ＊労働参加率：労働力人口（就業者数＋失業者数）/生産年齢人口×100

日本は男性、女性、高齢者いずれも既に天井近くの可能性

１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：労働参加率・日本は世界最高水準



10（出典）内閣府 「女性活躍と経済成長の好循環の実現に向けて」（2023年5月）

女性の労働力率は全ての年齢階層で上昇

１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：女性の労働力率

日本の女性の年齢階級別労働力率

＊労働力率：労働力人口（就業者数＋失業者数）/15歳以上人口×100
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（出典）令和7年第14回経済財政諮問会議 有識者議員提出資料 「社会保障改革の新たなステージに向けて」（2025年12月5日）

＊就業率：就業者数/15歳以上人口×100

65歳以上の就業率は大幅に上昇

１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：高齢者の就業率

日本の65歳以上の年齢階層別就業率



12（出典）日本銀行 日本経済団体連合会審議員会における植田総裁講演資料 （2025年12月25日）

2040年ころには生産年齢人口を就業者数が超える可能性

１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：労働需給の見通し

生産年齢人口及び就業者数の推移
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日本の総人口における外国人人口数と割合の推移

（出典）経済産業省「経済産業政策新機軸部会 第4次中間整理 参考資料集」（2025年6月）

１. ご説明の前に（所与の条件）

人口構造の変化：外国人人口

急速に増加
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【マクロ環境：潮目の変化】

⚫これまでのデフレ・需要不足（人手充足）から
インフレ・供給制約（人手不足）へ

➢人口減少と少子高齢化を背景とした人手不足・
担い手不足による供給制約が続く可能性

➢多くの企業にとって人手不足・担い手不足は最大の
課題。従業員確保のための賃上げ等は不可避

➢賃上げや食糧・エネルギー・外国人材等の資源獲得
競争などよるインフレをイノベーション（DX等）などに
よる生産性向上でどこまで抑制できるか

日本企業を取り巻く環境を考えてみる（私見）

◆DX（Digital Transformation デジタルトランスフォーメーション）とは、一般に企業がビッグデータなどの
データとAIやIoTを始めとするデジタル技術を活用して、業務プロセスを改善していくこと。

１. ご説明の前に（所与の条件）
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【企業間競争：競争の高まり】

⚫人材獲得やDX等による生産性向上などについて、
企業間競争が高まる見通し

➢「労働総動員（多能工化、女性、高齢者、外国
人）」とイノベーションの活用（DX等）でどこま
で企業活動を維持し、生産性を高められるか

➢収益性が高く生産性向上と賃上げができる企業
は存続し、収益性が低く生産性向上や賃上げが
できない企業は市場から退出させられる可能性
（企業の大淘汰時代）

１. ご説明の前に（所与の条件）

日本企業を取り巻く環境を考えてみる（私見）
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⚫イノベーションの進展

⇒AI、DX、IoT、ビッグデータ

ロボット、自動化等

経済社会を根本的に変える

可能性

１. ご説明の前に（所与の条件）



17

１. ご説明の前に（所与の条件）

イノベーションの進展：世界の生成AI市場

世界の生成AI市場規模の推移及び予測

急速に拡大

（出典）総務省 令和7年版情報通信白書
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１. ご説明の前に（所与の条件）

イノベーションの進展：日本のAI市場

（出典）総務省 令和7年版情報通信白書

日本国内AIシステムの市場規模（支出額）

前年比増加率（％・右軸・折れ線グラフ）

支出額（10億円・左軸・棒グラフ）

急速に拡大

（ 年 ）

（10億円）
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１. ご説明の前に（所与の条件）

イノベーションの進展：望ましい未来像①

（出典）内閣府 「Society 5.0（Society 5.0とは、サイバー空間とフィジカル（現実）空間を高度に融合させた
システムにより経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会〔Society〕）」
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１. ご説明の前に（所与の条件）

イノベーションの進展：望ましい未来像②

（出典）内閣府 「Society 5.0（Society 5.0とは、サイバー空間とフィジカル（現実）空間を高度に融合させた
システムにより経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会〔Society〕）」
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◆人口減少等を起因とした人手不足

⇒ イノベーションの進展による

AI実装ロボットや自動運転等の

実用化（人間を代替する）まで

続く可能性

１. ご説明の前に（所与の条件）
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◆ 買物困難者への影響

⇒ イノベーションの進展による

AI実装ロボットや自動運転等の

実用化（人間の代替）がされると

買物困難者が大きく減少する可能性

１. ご説明の前に（所与の条件）
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⚫脱炭素化の進行

⇒地球温暖化による気候変動
（異常気象による災害や干ばつによる食糧危機）

⇒日本は2050年までに温室効果ガス
排出をネットゼロに

脱炭素化できない場合は地球規模
での危機となる可能性も

（異常気象→生態系崩壊→社会不安→経済損失→国際紛争）

１. ご説明の前に（所与の条件）
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脱炭素化の進行： 「2100年 未来の天気予報」

（出典）環境省

１. ご説明の前に（所与の条件）
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１. ご説明の前に（所与の条件）

脱炭素化の進行：日本の温室効果ガス排出・吸収量

着実に減少

（出典）資源エネルギー庁 令和６年度エネルギーに関する年次報告

（年）
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⚫世界の変化
⇒世界の人口動態の転換

日本だけでなく、中国、欧州、韓国、東南

アジアの（準）高所得国も人口減少局面に

中国を含む世界的な少子高齢化で

今後世界的なインフレ圧力の可能性

⇒国際経済秩序の変化

経済安全保障環境の変化や世界的なサプ

ライチェーンにおける日本の重要性の高まり

１. ご説明の前に（所与の条件）
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１. ご説明の前に（所与の条件）

世界の変化：先進国でも人口減少局面に

（出典）経済産業省「経済産業政策新機軸部会 第4次中間整理 参考資料集」（2025年6月）

各国別人口の推移
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世界各国の合計特殊出生率の推移

（出典）厚生労働省「我が国の人口について」

１. ご説明の前に（所与の条件）

世界の変化：出生率・日本、欧州、韓国等多くの国で低下傾向

（年）
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１. ご説明の前に（所与の条件）

世界の変化：高齢化率・各国とも急速に上昇

欧米の高齢化率（65歳以上人口） アジアの高齢化率（65歳以上人口）

（出典）厚生労働省 令和7年版高齢社会白書
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１. ご説明の前に（所与の条件）

経済安全保障環境の変化：厳しさを増す日本を取り巻く環境

（出典）経済産業省「経済安全保障に関する産業・技術基盤強化アクションプラン再改訂にむけて」（2025年4月）

４つの領域で地殻変動が起こっており、大国間の覇権を巡る競争が加速
我が国の経済力を支える産業・技術基盤を毀損するリスクが増大
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本 日 の 構 成

１．ご説明の前に（所与の条件）

２．人口動向

３．消費ほか経済動向

４．将来を考察するためのデータ

２．人口動向
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⑴ 人口減少 ①急加速



33

厚労省予測
（2007年５月）

高知県発表の
実数

（2025年8月）

2025年
（令和7年8月）

64.6万人
〔▲18.8％〕

【05年比】

2025年
（令和7年）

67.1万人
〔▲15.7％〕

【05年比】

高知県人口

2005年
（平成17年）

79.6万人

〔▲5.2％〕
【85年比】

予測より2.5万人減
予測を3.1％上回る減少率

⑴ 人口減少 ②予測を上回る減少率

２. 人口動向
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厚労省予測
（2023年12月）

前年比▲２％の
減少率による

25年後人口の
弊社試算

2023年4月1日時点人口

前年同月比▲1.2％
2024年同▲1.5％
2025年同▲1.7％

2050年
（令和32年）

38.8万人
〔▲39.9％〕

【25年比】

2050年
（令和32年）

45.1万人
〔▲30.5％〕

【25年比】

高知県人口

2025年

（令和7年8月現在）

64.6万人

〔▲18.8％〕
【05年比】

2050年に40万人を
下回る可能性

⑴ 人口減少 ③予測を上回る減少の可能性

２. 人口動向
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2011  2012  2013  2014  2015  2016  2017  2018  2019  2020  2021  2022  2023  2024（年）

（人） 高知県の人口動態の推移

自然動態数＝出生数ー死亡数
社会動態数＝転入数ー転出数

自然減と社会減が加速

１万人以上減

⑴ 人口減少 ④人口動態

２. 人口動向
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⑵ 少子高齢化 ②一段と深刻化ⅲ
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2020

（千人）

若年女性数

県人口に占める割合(％)

若年女性数の減少が加速
⇒人口減少が継続する可能性

高知県の若年（20-39歳）女性数とその県人口に占める割合
（千人） （％）

⑵ 少子高齢化 ④若年女性の動向

２. 人口動向
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人口動向は若年（20-39歳）女性数に

大きく影響される

（若年女性の増加がない場合）
高知県の人口は減少を続ける

⑶ 人口の見通しⅰ

２. 人口動向
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少子高齢化による自然減（死亡数＞出生数）
＋

若年者等の社会減（転出数＞転入数）

大幅な自然減に加え、
社会減は個人の自由意志に基づくので

人口減少は続く可能性が高い

⑶ 人口の見通しⅱ

２. 人口動向
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若年者等の自由意志を満たす

東京などの都市への人口流出

（高収入、やりたい仕事・入りたい企業がある、

生活が便利、田舎でのしがらみがないなど）

日本の地方はほぼ全て同じ状況

⑶ 人口の見通しⅲ

２. 人口動向
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地元就職を希望しない理由（大卒等・2025年卒見込み）

出典：内閣府地域課題分析レポート（2024年秋号）、調査は2024年３～4月実施

備考：大卒・院卒見込み者に対するアンケート調査での有効回答全国3017名のうち、地元就職を希望しない919名の複数回答

赤〇は就業環境理由
青〇は生活環境理由

⑶ 人口の見通し（参考1）全国大学生等への調査

２. 人口動向
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248 249 258 263 277

521

343
318 312

200

250

300

350

400

450

500

550

600

長崎 高知 秋田 青森 島根 東京 愛知 福井 全国平均

万円

一人当たり年間県民所得

人口減少率
【12位】【5位】【1位】【2位】【13位】

一人当たり県民所得（2022年）
（万円）

【 1 位 】

【２位】 【３位】

一人当たり県民所得

【42位】【41位】【37位】【34位】【27位】
（出典）高知県

⑶ 人口の見通し（参考2）県民所得比較

２. 人口動向
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高知:27万円
東京の70％弱
全国の80％強

高
知

東京:40万円

東
京

全国:33万円

都道府県別賃金（所定内給与月額・2024年6月分）

（出典）厚生労働省 「令和６年賃金構造基本統計調査」

⑹ 賃金 ③賃金水準⑶ 人口の見通し（参考3）賃金水準比較

全
国

２. 人口動向
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高知市
318,266 

348,979 
310,424 

270,644 
241,483 

200,000

300,000

400,000

中央部市町の人口の推移

香南市
28,493 

32,659 
31,389 

27,483 
24,703 いの町

29,036 

28,729 

19,717 

14,274 10,940 

南国市
44,866 

49,965 
45,319 

38,120 

33,108 
香美市 33,878 

31,175 
24,928 

20,015 
17,253 

土佐市
31,677 30,338 

24,416 

19,352 16,391 

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

1970 80 90 2000 10 20 25 40 2050

（人）

（年）

高知市：25年⇒40年 ▲12.8％、25年⇒50年 ▲22.2％

⑷ 地域別動向 ①中央部 ➊各市町の総人口

２. 人口動向

＊2050年の数値は厚生労働省「日本の地域別将来推計人口 令和５(2023)年推計」（移動率等を包含）によるため、
P105以下の「封鎖人口仮定による推計」と数値が異なる。以下各市町村の2050年の数値について同じ。
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23.5 

39.4 

46.3 

47.9 

11.8 

9.1 

6.6 

6.0 

14.1 

13.3 

14.9 

15.7 

5.1 

2.5 

1.6 

1.5 

15.1 

12.2 

10.9 

10.6 

13.3 

9.7 

7.7 

7.0 

17.2 

13.9 

11.9 

11.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1955

1985

2015

2025

高知県人口の地域別割合の推移

高知市 安芸地域 物部川地域 嶺北地域 仁淀川地域 高幡地域 幡多地域

（出所）総務省「国勢調査」、2025年は3月1日時点の高知県推計人口

（年）

高知県人口の地域別割合の推移

高知市への人口集中が加速

２. 人口動向

⑷ 地域別動向 （参考）高知市への人口集中
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55,465 

52,875 

39,588 

66,538 

46,146 41,116 

61,511 

66,724 

44,708 

79,436 81,203 
85,031 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2010年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）

70歳代以上のみ増加、それ以外は大幅に減少

高知市の世代別人口の推移

⑷ 地域別動向 ①中央部 ❷高知市

２. 人口動向
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⑷ 地域別動向 ①中央部 ❸南国市

70歳代以上は横ばい、それ以外は大幅に減少

8,686 
7,411 

5,190 

8,915 

6,399 5,394 

8,126 

8,903 

6,219 

12,115 11,879 11,740 

0

5,000

10,000

15,000

2010年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）

南国市の世代別人口の推移

２. 人口動向
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⑷ 地域別動向 ①中央部 ❹香南市

5,756 
5,355 

3,926 

6,328 

4,741 4,384 

5,773 

6,400 

4,700 

8,488 8,285 8,444 

0
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6,000

8,000

10,000

2010年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）
香南市の世代別人口の推移

70歳代以上は横ばい、それ以外は大幅に減少

２. 人口動向
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⑷ 地域別動向 ①中央部 ❺香美市

4,474 

3,986 

2,928 

4,439 

3,115 
2,642 

4,289 

4,422 

3,210 

7,909 

7,024 

6,038 

0
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4,000

6,000

8,000

10,000

2010年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人） 香美市の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

２. 人口動向
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3,891 

3,238 
2,632 

4,640 

3,405 

2,407 

4,531 

4,567 

3,287 

7,560 

6,709 

5,756 

0
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4,000

6,000

8,000

2010年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）

土佐市の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

⑷ 地域別動向 ①中央部 ❻土佐市

２. 人口動向
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314 

218 
93 
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344 
228 

1,340 
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1,000
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2,500

2010年 15年 20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）

大豊町の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

⑷ 地域別動向 ①中央部 ❼大豊町

２. 人口動向
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〔2025年〕

２. 人口動向

⑷ 地域別動向 ①中央部 ❼大豊町（参考）人口ピラミッド
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〔2040年〕

２. 人口動向

⑷ 地域別動向 ①中央部 ❼大豊町（参考）人口ピラミッド
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〔2050年〕

２. 人口動向

⑷ 地域別動向 ①中央部 ❼大豊町（参考）人口ピラミッド



59

室戸市 26,086 

19,472 
11,742 

9,995 
5,769 

安芸市 25,022 
21,321 

16,243 
14,615 

10,794 
8,409 

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

奈半利町 4,874 

4,027 

3,034 
2,717 

2,169 
1,723 

田野町 4,149 

3,315 2,498 
2,243 

1,618 1,257 

安田町 4,428 

3,535 

2,370 
1,993 

1,407 1,043 1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1970 80 90 2000 10 20 25 40 2050

3,777   

（人）

（年）

室戸市人口内訳
（2025年8月）

・15歳未満：559人
・15-64歳：3963人
・65歳以上：5473人

東部市町の人口の推移

室戸市
25年⇒40年 ▲42.3％
25年⇒50年 ▲62.2％

⑷ 地域別動向 ②東部 ➊各市町の総人口

２. 人口動向
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20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）

室戸市の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

⑷ 地域別動向 ②東部 ❷室戸市

２. 人口動向
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〔2025年〕

⑷ 地域別動向 ②東部 ❷室戸市（参考）人口ピラミッド

２. 人口動向
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〔2040年〕

⑷ 地域別動向 ②東部 ❷室戸市（参考）人口ピラミッド

２. 人口動向
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〔2050年〕

⑷ 地域別動向 ②東部 ❷室戸市（参考）人口ピラミッド

２. 人口動向
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⑷ 地域別動向 ②東部 ❸安芸市
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20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）
安芸市の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

２. 人口動向
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20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人） 安田町の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

⑷ 地域別動向 ②東部 ❹安田町

２. 人口動向
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須崎市 31,852 

27,569 

20,590 
18,411 

13,481 

10,434 

日高村 6,100 5,968 
4,812 4,478 

3,364 
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四万十町26,438 
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佐川町 16,114 
14,777 

12,323 11,346 

8,940 7,336 

0
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35,000

1970 80 90 2000 10 20 25 40 2050（年）

（人）
中西部市町村の人口の推移

須崎市
25年⇒40年 ▲26.8％
25年⇒50年 ▲43.3％

⑷ 地域別動向 ③中西部 ➊各市町村の総人口

２. 人口動向
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⑷ 地域別動向 ③中西部 ❷須崎市
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20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）
須崎市の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

２. 人口動向
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土佐清水市 24,252 
18,512 

12,388 
10,695 

7,138 

5,124 

四万十市 40,315 38,784 

32,694 
30,332 

24,476 

20,436 

宿毛市
26,080 25,970 

19,033 
17,183 

12,587 

9,651 

三原村 2,195 1,871 1,437 1,288 930 
721 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

1970 80 90 2000 10 20 25 40 2050（年）

（人）

幡多市村の人口の推移

土佐清水市人口内訳
（2025年８月）

・15歳未満：657人
・15-64歳：4286人
・65歳以上：5473人

土佐清水市
25年⇒40年 ▲33.3％
25年⇒50年 ▲52.1％

⑷ 地域別動向 ④幡多地域 ➊各市村の総人口

２. 人口動向
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70歳代以上も減少、それ以外は大幅に減少

（人）
四万十市の世代別人口の推移

⑷ 地域別動向 ④幡多地域 ❷四万十市

２. 人口動向
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20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人） 土佐清水市の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

⑷ 地域別動向 ④幡多地域 ❸土佐清水市

２. 人口動向
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20歳～39歳 40歳～54歳

55歳～69歳 70歳以上

（人）

宿毛市の世代別人口の推移

全ての世代で大幅に減少

⑷ 地域別動向 ④幡多地域 ❹宿毛市

２. 人口動向



72

本 日 の 構 成

１．ご説明の前に（所与の条件）

２．人口動向

３．消費ほか経済動向

４．将来を考察するためのデータ

３．消費ほか経済動向
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⚫人口減少や少子高齢化等に

起因する人手不足とその影響を

確認してみる

３. 消費ほか経済動向
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人口減少と少子高齢化

賃金上昇（人材確保のための賃上げ）

人手不足・担い手不足

食料、原材料、エネルギー、流通費等の上昇

＋

物価上昇

３. 消費ほか経済動向

（＋さらに円安も）
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高知県の15歳以上人口、労働力人口、就業者数の推移

労働力人口と就業者数の減少が加速
⇒人手不足が続く可能性

（出典）日銀高知支店、実績の直近は2022年。モデル推計値。破線は推計値
（年）

⑴ 人手不足 ①就業者数等

３. 消費ほか経済動向
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高知県の雇用人員判断ＤＩ（日銀短観）

10年以上不足超過が継続
⇒今後も続く可能性

不足超過

過
剰

超
過

↑
↓

不
足

超
過

（出典）日銀高知支店

⑴ 人手不足 ②高知県企業の人手不足感

３. 消費ほか経済動向
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⑴ 人手不足（参考）企業の人手不足感 ①非製造業

（出典）内閣府 月例経済報告等に関する関係閣僚会議資料（2025年12月19日）

非製造業の産業別雇用人員判断DI（全国）

３. 消費ほか経済動向

深刻な人手不足から人材確保のための高水準の賃上げが続く見通し
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⑴ 人手不足（参考）企業の人手不足感 ②製造業

製造業の産業別雇用人員判断DI（全国）

深刻な人手不足から人材確保のための高水準の賃上げが続く見通し

（出典）内閣府 月例経済報告等に関する関係閣僚会議資料（2025年12月19日）

３. 消費ほか経済動向
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日本全体で
2030年に342万人

2040年に1,100万人
労働者が不足する見込み

（出典）リクルートワークス研究所「未来予測2040」（2023年）

⑴ 人手不足 ③長期労働需給シミュレーション（日本）

３. 消費ほか経済動向
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項目 高知 徳島 愛媛 香川 東京

2030
年

需給
ギャップ

3.4万人
不足

3.8万人
不足

7.8万人
不足

1.0万人
不足

36万人
余剰

過不足
率

▲9.7％ ▲10.1％ ▲11.4％ ▲2.0％ ＋5.1％

2040
年

需給
ギャップ

9.9万人
不足

11.5万人
不足

23.0万人
不足

0.9万人
不足

64万人
余剰

過不足
率

▲27.5％ ▲30.0％ ▲32.4％ ▲1.6％ ＋8.8％

（出典）リクルートワークス研究所「未来予測2040」（2023年）

高知県は2030年に3.4万人、2040年に9.9万人
労働者が不足する見込み

⑴ 人手不足 ④長期労働需給シミュレーション（四国４県等）

３. 消費ほか経済動向
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項目 人口（万人） 割合（％）

年 2025 2040 2050 2025 2040 2050

人口計 64.6万人 52.8万人 45.1万人 100.0％ 100.0％ 100.0％

15歳
未満

6.5万人 4.6万人 3.9万人 10.0％ 8.7％ 8.7％

15-64歳 34.3万人 25.8万人 20.6万人 53.0％ 48.8％ 45.7％

65歳
以上

23.9万人 22.4万人 20.6万人 37.0％ 42.5％ 45.6％

うち認知症患者
数と軽度認知
障害者の数

6.6万人 6.8万人 6.4万人 10.2％ 12.9％ 14.1％

うち認知症
患者数 2.9万人 3.3万人 3.1万人 4.5％ 6.2％ 6.9％

出典：厚生労働省「令和5年度・認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究」（認知症患者数と軽度認知障害者の数に
ついては、認知症等の有病率調査の割合（65歳以上に占める割合：2022年・認知症12.3％、軽度認知障害15.5％、合計27.8％、40年・
認知症14.9％、軽度認知障害15.6％、合計30.5％、50年・認知症15.1％、軽度認知障害16.2％、合計31.3％）を65歳以上人口に乗じて
四銀地域経済研究所にて試算）

人口の10％以上を超える認知症患者数＋予備軍をケアする必要性

⑴ 人手不足 ⑤例・介護 ➊高知県の認知症等患者数（試算）

３. 消費ほか経済動向
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介護職員数

見通し

12,954 

介護職員数

見通し

14,314 

介護職員数

13,967 

不足数

1,984 

不足数

411 

必要数

14,938 必要数

14,725 

12500

13500

14500

204020262022 （年度）

高知県の介護職員の必要数見通し

出典：厚生労働省 「第9期介護基本計画に基づく介護職員の必要数（都道府県別）」 令和6年7月12日

高知県の介護職員の不足数
2026年411人⇒2040年1,984人

（人）

⑴ 人手不足 ⑤例・介護 ❷介護職員の不足

３. 消費ほか経済動向
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春季生活闘争の賃上げ率回答集計結果
（全国）

（出典）内閣府「令和７年度 年次経済財政報告」

⑵ 賃金 ①全国の中長期の賃上げ動向

ここ数年急増

３. 消費ほか経済動向
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連合高知傘下組合の平均妥結額及び賃上げ率の推移
（組合員ひとりあたり加重平均・連合高知調べ）

3,910 

7,191 
9,940 

13,312 
1.7

3.0

4.2

5.3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2022 2023 2024 2025

金額（左軸・円） 賃上げ率（右軸・％）

（％）（円）

（年）

⑵ 賃金 ②高知県の賃上げ動向

３. 消費ほか経済動向

ここ数年急増
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500

1000

1500

2013 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 2025 2029

高知 東京

（年度）
出典：東京都及び高知県

東京都と高知県の最低賃金の推移（円）

（円）
高知でも2025年度に1000円台に

政府目標

1226

10231013

792

664

869

1500

⑵ 賃金（参考）最低賃金：政府目標は2029年度に1500円

３. 消費ほか経済動向
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⑶ 物価 ①物価動向（全国）

物価（全国）は3年以上2％（日銀の目標）を超えて推移
足元は食料品の上昇でコアが3％台

（出典）内閣府 月例経済報告等に関する関係閣僚会議資料（2025年12月19日）

消費者物価上昇率（全国）の推移

３. 消費ほか経済動向
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⑶ 物価 ②物価動向（高知）

（出典）日本銀行高知支店 「高知県の経済指標」（2025年12月15日）

消費者物価上昇率（高知市）の推移

高知の物価も3年以上2％（日銀の目標）を超えて推移
足元は食料品の上昇でコアが3％近傍

３. 消費ほか経済動向
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2022年央以降消費者物価上昇率は2％超の見通しが継続

予想物価上昇率（企業の物価見通し）

（出典）内閣府 月例経済報告等に関する関係閣僚会議資料（2025年12月19日）
日本銀行「短観」により作成（いずれも全規模全産業）し、各年後時点における物価全般
（消費者物価指数をイメージ）の前年比の見通し。

⑶ 物価 ③物価見通し（全国）

３. 消費ほか経済動向
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業態別実質賃金（全国）の推移

フルタイム労働者の定期給与の実質賃金はマイナス圏で推移

（出典）内閣府 月例経済報告等に関する関係閣僚会議資料（2025年12月19日）

３. 消費ほか経済動向

⑷ 実質賃金 ：業態別（全国）
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⑸ 消費 ①実質GDPの個人消費（全国）

個人消費（全国）の推移

３四半期連続のプラスだが、物価高の影響を受けやすい
食料品など非耐久財消費の伸びは依然として弱い

（出典）内閣府 月例経済報告等に関する関係閣僚会議資料（2025年12月19日）

３. 消費ほか経済動向
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⑸ 消費 ②総消費動向指数（全国）

総消費動向指数（全国）の推移

名目は大幅な増加だが、実質はほぼ横ばい
（出典）内閣府 月例経済報告等に関する関係閣僚会議資料（2025年12月19日）
＊総消費動向指数：日本国内の全世帯の消費支出総額（GDPの家計最終消費支出に相当）の動向を示す指標

３. 消費ほか経済動向
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1994年と2019年の世帯所得（再分配後）比較

400万円未満の世帯が増加し、中央値は505万円から374万円に低下

出典：内閣府「令和４年度経済財政白書」 ※世帯人員数の変化等による影響が含まれる点に留意

⑸ 消費 ③消費の伸び悩み要因・中間層の衰退〔全国・全世帯〕

３. 消費ほか経済動向
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1994年と2019年の世帯所得（再分配後）比較
特に35歳～54歳の現役世代で、中央値が大きく低下

出典：内閣府「令和４年度経済財政白書」 ※世帯人員数の変化等による影響が含まれる点に留意

⑸ 消費 ③消費の伸び悩み要因・中間層の衰退〔全国・現役世代〕

３. 消費ほか経済動向
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足元の消費動向が弱い要因

⚫ 長期的視点

⇒中間層の衰退

⚫ 短期的視点

⇒物価高と実質賃金

伸び悩みの影響

３. 消費ほか経済動向
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本 日 の 構 成

１．ご説明の前に（所与の条件）

２．人口動向

３．消費ほか経済動向

４．将来を考察するデータ４．将来を考察するためのデータ
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6,335 

5,694 
5,459 

5,166 
4,682 4,642 4,435 

3,809 

25,370 

22,790 

21,678 
22,126 

21,466 21,411 21,333 

18,514 

18,000

23,000

28,000

0

2,000

4,000

6,000

2001 04 06 09 12 14 16 21

(人)（店）

（年）

飲食店の事業所数と従業者数の推移（高知県）

出典：「高知県の経済と産業2023」四銀地域経済研究所

高知県の飲食店の事業所数と従業者数の推移

⑴ 飲食店数等 ①事業所数及び従業員数

事業所数及び従業者数が大きく減少
（出典）総務省「事業所・企業統計調査（2001-2006年）」、総務省・経済産業省 「経済センサス（2009-2021年）」

事業所数（棒グラフ・左軸）

従業者数（折れ線グラフ・右軸）

4. 将来を考察するためのデータ
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⑴ 飲食店数等 ②事業所数（業態別ⅰ）

1,644
1,512

1,411
1,346 

1,219 
1,154 

1,053 

834 

1,123
1,059

1,114

1,109 
1,002 1,020 

995 
863 

1,680

1,340 1,193

1,004 807 840 
809 

684 621 569 543 509 
443 426 406 331 

 0

 200

 400

 600

 800

 1,000

 1,200

 1,400

 1,600

 1,800

2001年 2004年 2006年 2009年 2012年 2014年 2016年 2021年

（店） 飲食店の業種別事業所数の推移（高知県）

酒場、ビアホール

喫茶店

バー、キャバレー、ナイトクラブ

食堂、レストラン

高知県の飲食店の業態別事業所数の推移

（出典）総務省「事業所・企業統計調査（2001-2006年）」、総務省・経済産業省 「経済センサス（2009-2021年）」

大半の業態の事業所数が大きく減少

4. 将来を考察するためのデータ
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294
275 267

295 
279 

269 
251 

193 

304 306
285

255 
239 

245 

249 
229 

180
161 163 162 

190 

186 
179 181 

121 128 136
148 

178 

191 
191 

202 

132 140 149
154 

147 140 
128 

113 

106 97 89 83 83 
66 73 

60 

 0

 100

 200

 300

 400

2001年 2004年 2006年 2009年 2012年 2014年 2016年 2021年

（店） 飲食店の業種別事業所数の推移（高知県）

その他の飲食店 中華料理店 日本料理店（料亭含む）

その他の専門料理店 そば・うどん店 すし店

高知県の飲食店の業態別事業所数の推移

大半で減少するなか、その他専門料理店は増加
（出典）総務省「事業所・企業統計調査（2001-2006年）」、総務省・経済産業省 「経済センサス（2009-2021年）」

⑴ 飲食店数等 ②事業所数（業態別ⅱ）

4. 将来を考察するためのデータ
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5.79 5.53
5.20

3.95

1

4

7

沖縄 高知 宮崎 平均

（出典）総務省 「統計でみる都道府県のすがた 2025」

人口千人あたり飲食店事業所数（2021年）

高知第２位

（か所）

人口あたりの飲食店数が多く競争が厳しい可能性

⑴ 飲食店数等 ②事業所数（人口千人あたり飲食店数）

4. 将来を考察するためのデータ
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（参考）市町村人口規模別の施設の立地確率

（出典）国土交通省 第23回国土審議会（令和3年7月2日）「国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料」

4. 将来を考察するためのデータ
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58,996 
55,609 

52,362 
47,499 

20,524 20,975 21,888 21,293 

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

（人）
高知県

高知市

⑵ 買物困難者数 ①高知県及び高知市

食料品アクセス困難人口の将来見通し
（買物困難者数試算）

買物困難者数：高知県では減少、高知市は微増の見通し

4. 将来を考察するためのデータ
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1,886 1,730 
1,521 

1,288 

3,115 3,067 3,066 
2,935 

2,206 
1,987 

1,735 
1,428 

3,047 2,891 2,744 
2,524 

20,524 20,975 
21,888 21,293 

1,000

2,000

3,000

18,000

24,000

20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

（人）
高知市

南国市

四万十市
須崎市

安芸市

⑵ 買物困難者数 ②高知県内5市

高知市を除く各市の買物困難者数は減少

食料品アクセス困難人口の将来見通し
（買物困難者数試算）

4. 将来を考察するためのデータ
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1,789 1,443 1,100 847 

6,226 5,432 
4,470 3,549 

11,024 
9,661 

8,287 

6,888 

9,039 

8,210 
7,232 

6,149 

8,839 
8,374 

8,044 
7,657 

24,283 24,500 25,042 
24,016 

7,000

12,000

17,000

22,000

27,000

0

5,000

10,000

2,2000

27,000

20年 25年 30年 35年 40年 45年 50年

（人）
中央部

北部

中西部

幡多地域

中東部

東部

⑵ 買物困難者数 ③地域別

高知市を含まないエリアの買物困難者数は大きく減少

食料品アクセス困難人口の将来見通し
（買物困難者数試算）

4. 将来を考察するためのデータ
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（参考１）「食料品アクセス困難人口」及び「買物困難者（数）」

4. 将来を考察するためのデータ

⚫食料品アクセス困難人口（農林水産省による定義）

「食料品アクセス困難人口」とは、最寄りの食品販売店舗

（スーパー、コンビニ等）まで直線距離で500m以上離れて

おり、かつ自動車利用が困難な65歳以上の高齢者。

⚫買物困難者（数）〔試算〕

高知県各市町村の2025～2050年将来推計人口（出典：

厚生労働省）に、農林水産省が試算する2020年における

「食料品アクセス困難人口」の割合を乗じて、四銀地域経済

研究所にて機械的に算出したもの。
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（参考２）買物困難者数のグラフ及び表の地域区分

4. 将来を考察するためのデータ

⚫ 中央部：高知市、土佐市、いの町

⚫ 中東部：南国市、香南市、香美市

⚫ 東部：室戸市、安芸市、東洋町、奈半利町、田野町、

安田町、北川村、馬路村、芸西村

⚫ 北部：本山町、大豊町、土佐町、大川村

⚫ 中西部：須崎市、仁淀川町、中土佐町、佐川町、越知町、

梼原町、津野町、四万十町、日高村

⚫ 幡多地域：四万十市、宿毛市、土佐清水市、黒潮町、

大月町、三原村
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4. 将来を考察するためのデータ

⑶ 地域別 ①中央部

小売
店数

飲食
店数

大型
小売
店数
※

総人口
買物困難者数
（2020年基準）

一般
世帯数

65歳以上
単独
世帯数

年 2021 2021 2021 2020 2050 2020 2050 2020 2020

単位 事業所 事業所 事業所 人 人 人
割合
％

人
割合
％

世帯 世帯

高知市 2,822 1,908 64326,545 250,573 20,524 6 21,293 8 153,809 23,875 

土佐市 241 90 4 25,732 18,019 1,755 7 1,303 7 10,151 1,653 

いの町 211 84 5 21,374 13,679 1,634 8 1,154 8 9,088 1,750 

計 3,274 2,082 73373,651282,271 23,914 6 23,749 8 173,048 27,278
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⑶ 地域別 ②中東部

小売
店数

飲食
店数

大型
小売
店数
※

総人口
買物困難者数
（2020年基準）

一般
世帯数

65歳以上
単独
世帯数

年 2021 2021 2021 2020 2050 2020 2050 2020 2020

単位 事業所 事業所 事業所 人 人 人
割合
％

人
割合
％

世帯 世帯

南国市 395 162 6 46,664 35,899 3,115 7 2,935 8 19,705 2,840 

香南市 243 133 2 32,207 24,108 2,414 7 2,338 10 13,106 1,937 

香美市 207 92 4 26,513 17,865 3,310 12 2,385 13 11,967 2,171 

計 845 387 12 105,384 77,872 8,839 8 7,657 10 44,778 6,948

4. 将来を考察するためのデータ
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⑶ 地域別 ③東部

小売
店数

飲食
店数

大型
小売
店数
※

総人口
買物困難者数
（2020年基準）

一般
世帯数

65歳以上
単独
世帯数

年 2021 2021 2021 2020 2050 2020 2050 2020 2020

単位 事業所 事業所 事業所 人 人 人
割合
％

人
割合
％

世帯 世帯

室戸市 161 77 1 11,742 5,424 2,018 17 824 15 5,923 1,617 

安芸市 210 92 2 16,243 9,674 1,886 12 1,288 13 7,295 1,506 

東洋町 31 6 0 2,194 1,007 498 23 262 26 1,228 413 

奈半利町 48 36 2 3,034 1,731 519 17 346 20 1,406 345 

田野町 34 9 0 2,498 1,592 225 9 137 9 1,163 249 

安田町 19 9 0 2,370 1,397 374 16 206 15 1,062 253 

4. 将来を考察するためのデータ
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⑶ 地域別 ③東部（続き）

小売
店数

飲食
店数

大型
小売
店数
※

総人口
買物困難者数
（2020年基準）

一般
世帯数

65歳以上
単独
世帯数

年 2021 2021 2021 2020 2050 2020 2050 2020 2020

単位 事業所 事業所 事業所 人 人 人
割合
％

人
割合
％

世帯 世帯

北川村 10 3 0 1,146 605 153 13 97 16 549 138 

馬路村 10 2 0 745 485 79 11 38 8 376 80 

芸西村 35 9 0 3,694 2,480 395 11 314 13 1,505 305 

計 558 243 5 43,666 24,395 6,146 14 3,511 14 20,507 4,906

4. 将来を考察するためのデータ
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⑶ 地域別 ④北部

小売
店数

飲食
店数

大型
小売
店数
※

総人口
買物困難者数
（2020年基準）

一般
世帯数

65歳以上
単独
世帯数

年 2021 2021 2021 2020 2050 2020 2050 2020 2020

単位 事業所 事業所 事業所 人 人 人
割合
％

人
割合
％

世帯 世帯

本山町 51 14 0 3,261 1,844 490 15 276 15 1,494 393 

大豊町 50 15 0 3,252 1,276 821 25 289 23 1,787 620 

土佐町 45 17 1 3,753 2,269 416 11 254 11 1,610 385 

大川村 3 1 0 366 253 61 17 28 11 199 55 

計 149 47 1 10,632 5,642 1,789 17 847 15 5,090 1,453

4. 将来を考察するためのデータ
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⑶ 地域別 ⑤中西部

小売
店数

飲食
店数

大型
小売
店数
※

総人口
買物困難者数
（2020年基準）

一般
世帯数

65歳以上
単独
世帯数

年 2021 2021 2021 2020 2050 2020 2050 2020 2020

単位 事業所 事業所 事業所 人 人 人
割合
％

人
割合
％

世帯 世帯

須崎市 250 106 1 20,590 13,109 2,206 11 1,428 11 8,679 1,620 

仁淀川町 67 18 0 4,827 2,212 1,046 22 433 20 2,445 802 

中土佐町 79 31 0 6,002 3,195 800 13 441 14 2,692 669 

佐川町 121 49 3 12,323 7,955 1,120 9 849 11 5,118 1,009 

越知町 61 25 0 5,187 2,885 643 12 380 13 2,326 579 

4. 将来を考察するためのデータ
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⑶ 地域別 ⑤中西部（続き）

小売
店数

飲食
店数

大型
小売
店数
※

総人口
買物困難者数
（2020年基準）

一般
世帯数

65歳以上
単独
世帯数

年 2021 2021 2021 2020 2050 2020 2050 2020 2020

単位 事業所 事業所 事業所 人 人 人
割合
％

人
割合
％

世帯 世帯

梼原町 50 21 0 3,307 2,040 579 17 295 14 1,502 366 

日高村 44 26 0 4,812 2,957 369 8 266 9 1,975 414 

津野町 54 23 0 5,291 3,147 571 11 359 11 2,198 472 

四万十町 232 95 1 15,607 9,294 1,935 12 1,134 12 7,130 1,650 

計 958 394 5 77,946 46,794 9,268 12 5,586 12 34,065 7,581

4. 将来を考察するためのデータ
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⑶ 地域別 ⑥幡多地域

小売
店数

飲食
店数

大型
小売
店数
※

総人口
買物困難者数
（2020年基準）

一般
世帯数

65歳以上
単独
世帯数

年 2021 2021 2021 2020 2050 2020 2050 2020 2020

単位 事業所 事業所 事業所 人 人 人
割合
％

人
割合
％

世帯 世帯

宿毛市 253 151 1 19,033 12,623 1,861 10 1,361 11 8,473 1,575 

土佐清水市 171 95 2 12,388 5,963 2,004 16 1,032 17 6,160 1,771 

四万十市 460 306 4 32,694 22,917 3,047 9 2,524 11 14,771 2,664 

大月町 51 19 0 4,434 2,098 683 15 355 17 2,192 596 

三原村 16 4 0 1,437 746 189 13 118 16 656 164 

黒潮町 105 57 0 10,262 5,849 1,255 12 759 13 4,590 1,022 

計 1,056 632 7 80,248 50,196 9,039 11 6,149 12 36,842 7,792 

4. 将来を考察するためのデータ
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【データについて】

※大型小売店とは、店舗面積が1,000平方メートルを超え

る小売店舗

⚫事業所数：2021年調査「経済センサス‐基礎調査及び

活動調査」結果

⚫人口・世帯数：2020年調査「国勢調査」結果

⚫将来人口：封鎖人口を仮定「令和５（2023）年推計」

⚫買物困難者：P104を参照

4. 将来を考察するためのデータ
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⑷ 家計調査 ①消費支出別構成比

消費支出の10大費目別構成比の推移
（二人以上の世帯・高知市）

全国に比べ食料、教養・娯楽、教育のウェイトが小さく、交通・通信、住居が大きい

（出典）高知県 「令和6（2024）年平均 家計調査報告（高知市）」

4. 将来を考察するためのデータ
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焼肉（外食）と発泡酒等は全国の2倍以上
はくさい漬は3倍以上、かつおは全国の4倍以上支出

⑷ 家計調査 ②年間支出金額の多い品目の全国比較➊

食料ランキング・第１位の品目
（二人以上の世帯・高知市）

（出典）高知県 「令和6（2024）年平均 家計調査報告（高知市）」

4. 将来を考察するためのデータ
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⑷ 家計調査 ②年間支出金額の多い品目の全国比較❷

食料ランキング・第２位の品目
（二人以上の世帯・高知市）

すし（外食）は外食文化、ビスケットはミレー、つゆ・たれはかつおとポン酢
他の柑橘はゆずや文旦との関連性が考えられる

（出典）高知県 「令和6（2024）年平均 家計調査報告（高知市）」

4. 将来を考察するためのデータ
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⑷ 家計調査 ②年間支出金額の多い品目の全国比較❸

食料ランキング・第２位の品目（続き）
（二人以上の世帯・高知市）

こんにゃくは皿鉢料理や土佐煮等で使用し
かつお節は第１位のかつおとともに慣れ親しんでいる可能性

（出典）高知県 「令和6（2024）年平均 家計調査報告（高知市）」

4. 将来を考察するためのデータ
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⑷ 家計調査 ②年間支出金額の多い品目の全国比較❹

食料ランキング・第3位の品目
（二人以上の世帯・高知市）

（出典）高知県 「令和6（2024）年平均 家計調査報告（高知市）」

4. 将来を考察するためのデータ
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⑷ 家計調査 ②年間支出金額の多い品目の全国比較❺

食料ランキング・第4位の品目
（二人以上の世帯・高知市）

（出典）高知県 「令和6（2024）年平均 家計調査報告（高知市）」

4. 将来を考察するためのデータ
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4. 高知県の将来を考察するデータ

⑷ 家計調査 ②年間支出金額の多い品目の全国比較❻

食料ランキング・第5位の品目
（二人以上の世帯・高知市）

（出典）高知県 「令和6（2024）年平均 家計調査報告（高知市）」
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ご清聴ありがとうございました。
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経済・金融等に関する講演等の

依頼がございましたら、下記QR

コ ー ド に あ る ホ ー ム ペ ー ジ の

お問い合わせフォームから弊社宛

ご連絡ください。
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地 域 と 共 に 未 来 を 創 造 す る

四銀地域経済研究所地域イノベーション部
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